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公共土木施設の復旧工事の進捗状況（公共土木施設災害復旧事業 : 県事業 ） 
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着手率（箇所数） 

完成率（箇所数） 

着手率（金額） 

完成率（金額） 

  道路橋梁施設 河川施設 海岸保全施設 
砂防・地滑・ 
急傾斜施設 

下水道施設 港湾施設 公園 合 計 

復旧費（億円） 773 3,416 999 8 396 884 
 

16 
 

6,492億円 

 箇 所 数 1,538 274 74 8 121 292 7 2,314箇所 

  ○「次世代に豊かさを引き継ぐことのできる持続可能なみやぎの県土づくり」の理念のもと、県民の命と生
活を守り、震災を乗り越え、更なる発展につなげる県土づくりを目指して取り組んでいます。 

【平成27年11月末現在】 



項目 進捗状況 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

項目 進捗状況 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

  ○施設別進捗状況（公園除く） 

■道路・橋梁施設 
（復旧工事） 

復旧事業の概要 
期  間 H23～29年度 
復旧費  約773億円 
  
被災箇所数 
道路 1,415箇所 
橋梁   123箇所 
 

■河川施設 
（復旧工事） 

復旧事業の概要 
期  間 H23～29年度 
復旧費  約3,416億円 
  
被災箇所数 
     274箇所 

■海岸保全施設 
（復旧工事） 

復旧事業の概要 
期  間 H23～29年度 
復旧費  約999億円 
  
被災箇所数 
      74施設 
 

■砂防・地滑・急斜施設 
（復旧工事） 

復旧事業の概要 
期  間 H23～24年度 
復旧費  約8億円  
 
被災箇所数 
       8施設 
 

■下水道施設 
（復旧工事） 

復旧事業の概要 
期  間 H23～25年度 
復旧費  約396億円 
  
被災箇所数 
     121箇所 
 

■港湾施設 
（復旧工事） 

公共土木施設の復旧工事の進捗状況（公共土木施設災害復旧事業 : 県事業 ） 

  

【平成27年11月末現在】 

復旧事業の概要 
期  間 H23～29年度復
旧費  約884億円  
 
被災箇所数 
     292箇所 
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着手率（箇所数） 完成率（箇所数） 
着手率（金額） 完成率（金額） 



公共土木施設の復旧工事の進捗状況 
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定川大橋 災害復旧工事 

野々島地先海岸 災害復旧工事 
南貞山運河 災害復旧工事 

菖蒲田地区海岸 災害復旧工事 

野々島地先海岸 災害復旧工事 仙台湾南部海岸 災害復旧工事 
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3月末まで完成予定 → 

4,712 
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災害に強いまちづくり宮城モデルの構築の進捗状況 
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住宅建築可能地区数累計 
← 3月末まで建築可能予定  

災害公営住宅（計画15,924戸） 防災集団移転促進事業（計画195地区） 

（H27は年度末時点の予定含） 

（破線：計画） 

（   ：計画） 

（11月末現在） 

（11月末現在） 

（   ：計画） 
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（破線：計画） 

（11月末現在） 



 復興まちづくりの状況① 

５ 

平成27年7月19日 
玉浦西まち開きが開催された。 

 

【新蛇田地区】 

【岩沼市玉浦西地区】 

 石巻市では、平成27年11月3日、被
災市街地復興土地区画整理事業を実施
している新市街地６地区について、まち
開き式典を開催した。 
 

岩沼市 
  玉浦西地区 

石巻市 
   新市街地６地区 

【あけぼの北地区】 

 岩沼市では、震災後、沿岸の６地区を１箇所（玉浦西地区）に集約し、それぞれのコミュニティを保ちながらひと
つの町を作り上げた。 
 玉浦西地区は県内初の内陸移転団地であり、沢山の住宅が建ち、新しい町並みが形成されている。 
 

玉浦西地区災害公営住宅 
 
 

第27回住生活月間功労者表彰  国土交通大臣表彰受賞 

沢山の人が訪れた 
玉浦西まち開きの様子 

 



 復興まちづくりの状況② 

６ 

南三陸町志津川地区 
 
 平成27年10月24日、旧五日町エリアの観光交流拠点整備予定地の

見学会が開催された。  
 平成27年12月14日、地域医療と福祉の拠点となる南三陸病院・総

合ケアセンター南三陸が完成し、開業した。 
 

 

女川町中心部地区 全景 

女川町中心部地区 
 
 平成27年3月21日、女川駅周

辺まち開き開催に合わせ、JR石
巻線が全線運転再開した。  

 平成27年12月23日、駅前商業
エリアの完成に伴う、第２弾まち
開きを開催予定。 

南三陸町志津川地区 全景 



  仙台松島道路 全線4車線化 
 
 平成24年7月12日、利府中IC～松島海岸IC約4.0ｋｍが完成した。 
 平成26年3月25日、松島海岸IC～松島北IC約7.5ｋｍが完成した。 
 平成27年3月30日、松島北IC～鳴瀬奥松島IC約6.8ｋｍが完成し全線４車線化

となった。  
 
 

 みやぎの復興を支える社会基盤の整備 

７ 

 
 
 平成27年12月1日、国土交通省と仙台国際空港（株）と仙台空港特

定運営事業等に係る公共施設等運営権実施契約の締結 
 平成28年7月、民営化へ移行予定 

  
 
 

 国際拠点港湾 仙台塩釜港 
 
 岸壁等の復旧事業は完了し、完成自動車等貨物の混雑解消及び船舶

の大型化に対応する物流ターミナルを整備 
 新規外航コンテナ航路が相次いで開設し、航路数は8航路となり過

去最高を記録 

 
 

 平成26年12月6日、相馬IC～山元IC間が開通した。 
 平成27年3月1日、常磐富岡IC～浪江IC間が開通し、常磐自動車道が全線

開通した。 
 仙台～東京間でのダブルネットワークが形成 
 拠点都市間のアクセス向上（仙台市～浪江町間 21分短縮）  
 
 

 平成27年5月30日、東名駅及び野蒜駅の高台移転が完了し、JR仙石線が
全線運転再開した。 

 平成27年3月21日、ＪＲ石巻線が全線運転再開し、併せて「おながわ復
興まちびらき」が開催された。  

 
 

復興道路  三陸沿岸道路の整備 
 
 
  
 
 

みやぎ県北 
  高速幹線道路 

常磐自動車道の全線開通 

ＪＲ仙石線及び石巻線全線運転再開 

復興支援道路 
 みやぎ県北高速幹線道路の整備 
 
 平成23年11月24日、Ⅰ期区間Ｌ＝9.0ｋｍが供用開始 
 Ⅱ期L=4.7km、Ⅲ期L=3.6km、Ⅳ期Ｌ=1.7ｋｍについても事業着

手し、全区間において事業中 

  
 
 

仙台空港民営化 
  
 
 

 
 東日本大震災からのリーディングプロジェクトである 
     「三陸沿岸道路」において新規事業全区間で事業着手 
 暫定２車線供用中の区間についても、４車線化着手 

  
 
 

北部道路 

南部道路 供用中

供用中（震災後拡幅）

震災後供用

事業中



８ 

入札執行状況及び対策 
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災害公営住宅関係不調率推移（県発注）  
「災害公営住宅工事確実実施プログラム」 
            開始後（H26.10以降）不調無し 
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平成26年度の一般競争入札１，２３７件 （落札件数976件 不調件数261件 不調率21.1％） 
       平成26年3月末時点 実不調率・・・5.8％    １１月末現在 2.2％ 
  
   
入札不調となった工事については，入札参加者の地域要件や入札方式等を見直しながら，再度入札を行うことによ
り，ほぼ契約に至っている。 
   
平成27年度（11月31日現在） 

 一般競争入札713件 落札件数565件 不調件数148件 不調率20.8％）        
  
             

  H26.11 H27.11 差 

全  体 21.2% 20.8% -0.4% 

1億円以上 25.1% 18.9% -6.2% 

1億円未満 18.1% 21.9% 3.8% 

復興係数の採用等により，１億円以上の発注案件は昨年同期比 
約６％改善。 
今後も施工確保対策を継続し更なる不調率の改善に取り組む。 
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①発注見通しの統合 
    ・国，県，市町村の情報の一元化（毎月公表） 
②入札参加条件（県外企業等の参入機会）の拡大 
    ・ＷＴＯ対象工事において不調が発生した場合に，単独を加えた混合入札を実施 
③建設資材の確保 
   ・公共関与型生コン仮設プラント稼働中（２地区４箇所）    

これまで実施している主な対策 
■ 企業が応札しやすい環境整備 

■ 技術者等の確保 
④発注ロットの更なる大型化 
    ・地域特性を考慮し，近接する道路，河川工事を一括発注 
⑤発注時期の調整・平準化，適正工期の設定 
    ・平成28年度以降の工期設定（平成26年度公告案件以降） 
⑥着手指定日を設定した工事の発注 
   ・工事契約後60日以内まで工事着手を猶予、手持ち工事のある技術者の入札参加が可能 

■ 予定価格の適切な算出，設計変更 
⑦国の新たな施工確保対策の即時実施  
   ・復興係数による間接工事費の補正，建設機械３種の損料割増の実施 
   ・急激な物価変動に伴う請負代金額変更の適切な運用  
⑧地域特性，現場条件を踏まえた施工計画・仮設計画，積算の徹底 
      ・気仙沼地区，東部（石巻）地区，離半島部等における配慮・工夫等 
⑨施工確保対策の市町村・関係業界への周知徹底 
      ・設計労務単価の改訂，間接工事費の被災地補正，単品スライド簡素化等 

９ 

・ＷＴＯ対象工事において不調が発生した場合に，単独を加えた混合入札を実施 

【牡鹿プラント（石巻市）】 



●新たなまちへの商店などの生活利便施設、防災集団移転元地への産業誘導を
支援するため、ＵＲ都市機構と共同で誘致対象の用地を紹介するパンフレットの作
成と企業アンケートを実施。 

復興まちづくりの加速化① 
■ 新たな市街地や移転元地への企業誘致に向けた支援 

１０ 

企業アンケート 
発送数：全国約５，０００社 
      （１２月上旬から順次発送中） 

 
業  種：小売商業、飲食などの生活利便施設、水産加工・食品 
      加工業、東経連などの団体会員等 
 
内  容：立地の意向、立地希望地域、施設規模など９項目 

産業商業用地を広くＰＲ！ 
住み継がれるまちへ 
         賑わいの場の確保！ 
移転元地を活用した 
             働く場の確保！ 

パンフレット  
県内のインフラ状況、産業商業用地の概要、各種優遇制度の 
案内など掲載 



復興まちづくりの加速化② 

●国、県、各市町の復旧・復興工事の箇所・期間を記
載した事業カルテを定期的に更新し公表 

■ 復興まちづくり事業カルテ  ■ 復興まちづくりの状況を広く発信 

１１ 

事業間調整による工事の加速化！ 
被災者が復興を実感できるよう地域の
将来像を明示！ 

震災の風化防止と引き続き被災地への
支援のお願い！ 
復興が進む被災地へ誘う観光ＰＲ！ 

●震災から５年の復興まちづくりの状況について全
国でパネル展を開催 

■仙台市青葉通地下道ギャラリー 
 H28.2.1（月）～12（金） 

■東京日本橋地下歩道 
 H28.1.18（月）～28（木） 

■東京都庁第一本庁舎南展望室 
 H27.12.23（水）～27（日） 

■大阪駅前曾根崎地下歩道PRコーナー 
 H28.3.1（火）～11（金） 

■福岡市役所1階ロビー 
 H28.2.20（土）～26（金） 


